【参考資料】

第１回新図書館等複合施設のあり方検討委員会のまとめ
　高知市立追手前小学校敷地に整備を予定している新図書館、点字図書館、科学館（仮称）については、施設毎に基本構想検討委員会を設置し、検討を進めてきた。

本新図書館等複合施設のあり方検討委員会は、新しい建物が３施設の複合施設となることから、各施設の機能的な配置や連携した運営のあり方等について検討を行った。
１　施設全体を通したユニバーサルデザイン化
ハード整備はもちろんのこと、サービス提供などのソフト機能を含めてユニバーサルデザイン化を図る必要がある。　　

２　情報をキーワードとした施設の魅力化
３施設が「情報」をキーワードに、相互に連携して情報発信を高めることにより、施設の強みを構築する必要がある。
３　役割分担と相互補完の明確化
それぞれの役割・機能を発揮しながら、相互に施設の魅力を高めていく必要があり、そのための役割分担と相互補完が必要である。特に、新図書館と新点字図書館は、貸出やレファレンスなどの共通する業務を一本化するなどの方法について検討する必要がある。

また、運営にあたっては、共同責任の意識を持って取り組むとともに、全体をコーディネイトできる調整会議といった場が望まれる。
　施設の利用にあたっては、会議室等の共同利用を図る必要がある。
４　施設の配置について　

（１）点字図書館

利用者の利便性と安全性を考慮し、１階への配置が望ましい。

（２）科学館

　　　屋上の利用も検討していることから最上階への配置が望ましい。
（３）建築物等に関して
1 エントランスに施設の象徴的な工作物等の設置を検討する必要がある。
2 明るい外観、高知特有の植物の植栽などの工夫が必要である。
3 合築の節減効果を生かし、３施設の充実が求められる。
4 エントランスに子どもや高齢者、障害者などが気軽に相談できる総合案内の機能を持たせる必要がある。

５　愛称について

図書館はじめ各施設の名称だけでなく、施設全体を総称した愛称を検討する必要がある。
